
議
会
日
誌

　

市
議
会
定
例
会
は
、
１２
月
５
日
か
ら
１２
月
１９
日
ま
で
の
１５
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
専
決
処
分
を
承
認
し
、
条
例
の
一
部
改
正
、
補
正
予
算
な

ど
を
審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
閉
会
中
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
平
成
２３
年
度
一

般
会
計
・
各
特
別
会
計
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

12
月
定
例
会

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決 問合先

議会事務局　庶務課
☎ ６９９２−１７8２

本会議の詳細は、会議録や市ホームページで
ご覧いただけます。

　会議録は、後日、各公民館�ムーブ ２１�エナジーホール
の図書室でご覧いただけます。市ホームページでは、会議録、
議員一覧、議会の構成や運営、議案�議決結果一覧、議会傍
聴方法、市議会だよりなどを掲載しています。

http://www.city.moriguchi.osaka.jp

▽
２8
日

　

・
議
会
運
営
委
員
会

▽
５
日

　

・
議
会
運
営
委
員
会

　

・
本
会
議

▽
７
日

　

・
福
祉
保
健
委
員
会

▽
１０
日

　

・
建
設
文
教
委
員
会

▽
１１
日

　

・
総
務
市
民
委
員
会

▽
１９
日

　

・
議
会
運
営
委
員
会

　

・
本
会
議

▽
２8
日

　

・
福
祉
保
健
委
員
会

　
　

協
議
会

　

・
議
会
活
性
化

　
　

特
別
委
員
会

１１
月

１
月

１2
月

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

【
満
場
一
致
可
決
】

防
災
会
議
条
例
の
一
部
改
正

【
満
場
一
致
可
決
】

土
地
開
発
公
社
の
解
散
に
関
す
る

議
案
３
件
に
つ
い
て

【
３
件
・
満
場
一
致
可
決
】

〈
議
案
内
容
〉　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
４６
億
２
千
２６４
万
９

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
５８０
億
５
千
３４
万
１
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。
主
な
も
の
は
、
庁
舎
建
設
資
金
積
立
基
金
へ
の
繰

戻
し
、
臨
時
保
育
士
等
の
賃
金
、
小
学
校
校
門
オ
ー
ト
ロ
ッ

ク
及
び
監
視
カ
メ
ラ
設
置
工
事
に
関
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
議
案
は
、
３
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
さ
れ

ま
し
た
。

〈
福
祉
保
健
委
員
会
審
査
〉　

臨
時
保
育
士
等
の
賃
金
な
ど

に
つ
い
て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
保
育
所
で
の
３

歳
未
満
児
の
受
入
れ
枠
を
一
部
拡
大
し
て
い
る
が
、
入
所
率

は
３
歳
以
上
児
と
比
べ
非
常
に
高
い
状
況
で
あ
り
、
待
機
児

童
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
解
消
に
向
け
、
今
後
と
も
保
育

行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
ら
れ
た
い
な
ど
の
議

論
が
行
わ
れ
、
満
場
一
致
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〈
建
設
文
教
委
員
会
審
査
〉　

小
学
校
校
門
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク

及
び
監
視
カ
メ
ラ
設
置
工
事
な
ど
に
つ
い
て
審
査
さ
れ
ま
し

た
。
小
学
校
校
門
の
機
械
警
備
化
に
あ
た
っ
て
は
、
来
校
者

の
確
認
や
応
対
、
ま
た
門
の
施
錠
、
解
錠
が
確
実
に
実
施
さ

れ
る
よ
う
、
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
な
ど
し
、
校
門

警
備
に
遺
漏
の
な
い
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
こ
と
。
ま
た
、
学

校
安
全
対
策
は
学
校
、
地
域
、
保
護
者
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
、
意
見
を
尊
重
し
、
共
通
理
解
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、

連
携
を
深
め
な
が
ら
、
今
後
と
も
、
児
童
生
徒
の
安
全
確
保

に
努
め
ら
れ
た
い
な
ど
の
議
論
が
行
わ
れ
、
満
場
一
致
に
よ

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〈
総
務
市
民
委
員
会
審
査
〉　

庁
舎
建
設
資
金
積
立
基
金
へ

の
繰
戻
し
な
ど
に
つ
い
て
審
査
さ
れ
、
特
段
の
異
論
も
な

く
、
満
場
一
致
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〈
結
果
〉　

こ
の
議
案
は
、
本
会
議
に
お
い
て
、
満
場
一
致

に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〈
議
案
名
〉　

・
守
口
市
土
地
開
発
公
社
の
解
散
に
つ
い
て

・
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
の
起
債
に
係
る
許
可
申
請

　

に
つ
い
て

・
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

〈
議
案
内
容
〉　

土
地
開
発
公
社
は
、
昭
和
４8
年
に
設
立
さ

れ
、
本
市
に
代
わ
っ
て
公
共
施
設
ま
た
は
公
用
施
設
の
用
に

供
す
る
土
地
の
先
行
取
得
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
本
市
の
厳
し
い
財
政

状
況
な
ど
か
ら
、
土
地
の
買
い
戻
し
が
進
ま
ず
、
保
有
期
間

の
長
期
化
に
伴
う
金
利
の
増
加
が
本
市
財
政
へ
の
負
担
に
な

っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
け
る
今
後
の
事
業
用
地
の
先

行
取
得
の
必
要
性
や
財
政
負
担
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
た

結
果
、
公
社
の
初
期
の
目
標
は
達
成
さ
れ
、
そ
の
役
割
は
既

に
終
え
て
お
り
、
国
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
平
成
２５
年
度
ま
で

の
特
例
措
置
で
あ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
を
活
用

し
、
公
社
を
解
散
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
当
該
起
債
に
係
る
許
可
申
請
に
つ
い
て
は
、
府
知

事
へ
申
請
す
る
に
あ
た
り
、
市
議
会
の
議
決
を
要
す
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
公
社
の
解
散
に
あ
た
り
、
本
市
が
公
社
の
借

入
先
で
あ
る
金
融
機
関
と
の
間
で
締
結
し
た
債
務
保
証
契
約

に
基
づ
き
、
公
社
に
代
わ
っ
て
、
借
入
金
３７
億
２
千
９７１
万
円

を
当
該
起
債
な
ど
に
よ
り
金
融
機
関
に
対
し
て
弁
済
す
る
も

の
で
す
。
そ
の
結
果
、
本
市
は
公
社
に
対
し
て
返
済
を
求
め

ま
す
が
、
公
社
は
保
有
地
以
外
の
資
産
に
乏
し
い
こ
と
か

ら
、
本
市
に
対
し
て
金
銭
の
代
わ
り
に
保
有
地
に
よ
り
弁
済

す
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
本
市
が
返
済
を
求
め
た
債
権
額

３７
億
２
千
９７１
万
円
に
対
し
、
こ
の
保
有
地
の
時
価
評
価
額
が

１２
億
３４６
万
円
し
か
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
不
足
額
２５
億
２
千

６２５
万
円
の
債
権
を
放
棄
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
議
案
は
、
総
務
市
民
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審

査
さ
れ
ま
し
た
。

〈
総
務
市
民
委
員
会
審
査
〉　

今
回
、
公
社
を
解
散
す
る
に

あ
た
り
多
額
の
債
権
を
放
棄
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
ま

ま
公
社
を
存
続
す
れ
ば
、
借
入
金
の
金
利
返
済
が
今
後
と
も

続
き
、
本
市
財
政
へ
の
負
担
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
と
な
る

こ
と
。
ま
た
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
の
活
用
に
よ

り
、
財
政
負
担
の
平
準
化
が
図
ら
れ
、
財
政
健
全
化
判
断
比

率
の
指
標
に
お
い
て
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
の
こ

と
か
ら
、
一
定
や
む
を
得
ず
、
満
場
一
致
に
よ
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

〈
結
果
〉　

こ
の
議
案
は
、
本
会
議
に
お
い
て
、
満
場
一
致

に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〈
議
案
内
容
〉　

こ
の
議
案
は
、
防
災
会
議
の
所
掌
事
務

に
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
市
の
地
域
に
係
る
防
災
に
関
す

る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
こ
と
な
ど
を
追
加
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
市
長
の
任
命
に
よ
り
自
主
防
災
組
織
を
構
成
す

る
者
ま
た
は
学
識
経
験
の
あ
る
者
を
防
災
会
議
の
委
員
に
任

命
す
る
こ
と
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
委
員
定
数
を
３０
人

以
内
か
ら
３５
人
以
内
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
議
案
は
、
総
務
市
民
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
さ

れ
ま
し
た
。

〈
総
務
市
民
委
員
会
審
査
〉　

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、

避
難
所
の
運
営
に
あ
た
り
女
性
、
高
齢
者
な
ど
の
視
点
が
必

ず
し
も
十
分
で
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
本
市
地
域
防
災
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
防
災
会
議

委
員
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
者
な
ど
を
参
画
さ
せ
る
な
ど
多
様

な
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
意
を
配
さ
れ
た
い
こ
と
。
ま

た
、
本
市
防
災
会
議
委
員
に
お
け
る
女
性
比
率
の
向
上
に
取

り
組
ま
れ
た
い
な
ど
の
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
満
場
一
致
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

〈
結
果
〉　

こ
の
議
案
は
、
本
会
議
に
お
い
て
、
満
場
一
致

に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

下
校
時
の
小
学
校
校
門
周
辺
の
様
子

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
（
１
月
１５
～
２１
日
）
に

守
口
市
役
所
で
展
示
さ
れ
た
防
災
グ
ッ
ズ
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決
議
　

　

議
会
が
行
う
事
実
上
の
意
思
形
成
行
為
で
、

一
部
を
除
き
法
的
効
果
は
な
く
、
政
治
的
効
果

を
ね
ら
い
、
あ
る
い
は
議
会
の
意
思
を
対
外
的

に
表
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
な
ど
の
理
由

で
な
さ
れ
る
議
決
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

議会用語豆辞典議会用語豆辞典

・
守
口
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
処
理
並
び

に
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案

・
守
口
市
市
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
を

定
め
る
条
例
案

・
守
口
市
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要

な
市
道
の
構
造
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
案

・
守
口
市
市
道
に
設
置
す
る
道
路
標
識
の

寸
法
を
定
め
る
条
例
案

・
守
口
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案

・
守
口
市
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要

な
特
定
公
園
施
設
の
設
置
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
案

・
守
口
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案

・
守
口
市
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置
基
準

及
び
資
格
並
び
に
水
道
技
術
管
理
者
の

資
格
に
関
す
る
条
例
案

【
８
件
・
満
場
一
致
可
決
】

・
守
口
市
21
世
紀
ひ
と
づ
く
り
委
員
会
設

置
条
例
案

・
守
口
市
地
域
福
祉
計
画
策
定
懇
話
会
設

置
条
例
案

・
守
口
市
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
設
置

条
例
案

・
守
口
市
公
害
診
療
報
酬
審
査
委
員
会
設

置
条
例
案

・
守
口
市
就
学
指
導
委
員
会
設
置
条
例
案

【
５
件
・
満
場
一
致
可
決
】

〈
議
案
内
容
〉　

こ
れ
ら
の
議
案
は
、「
地
域
の
自
主
性
及
び

自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
施
設
・
公
物
設

置
管
理
の
基
準
な
ど
に
つ
い
て
、
政
令
・
省
令
に
定
め
る
基

準
な
ど
を
参
酌
し
て
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
当
該
基
準
な
ど
を
定
め
る
た
め
、
条
例
を
制

定
し
、
ま
た
は
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

〈
結
果
〉　

こ
れ
ら
の
議
案
は
、
本
会
議
に
お
い
て
、
満
場

一
致
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〈
議
案
内
容
〉　　

こ
れ
ら
の
議
案
は
、
こ
れ
ま
で
規
則
や

要
綱
な
ど
で
設
置
さ
れ
て
い
た
懇
話
会
、
協
議
会
、
委
員
会

な
ど
の
会
議
体
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
で
定
め
る
附
属
機

関
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
条
例
で
設
置
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
附
属
機
関
と
し
て
位
置
付
け
る
た
め
、
条

例
を
制
定
し
、
設
置
す
る
も
の
で
す
。

〈
結
果
〉　

こ
れ
ら
の
議
案
は
、
本
会
議
に
お
い
て
、
満
場

一
致
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〈
提
出
者
〉　��

三
浦
健
男　
　

真
崎　

求　
　

和
仁
春
夫

上
田　

敦　
　

井
上
照
代　
　

澤
井
良
一　
　

竹
内
太
司
朗

池
嶋
一
夫

〈
決
議
案
全
文
掲
載
〉

〈
結
果
〉　

こ
の
決
議
案
は
、
本
会
議
に
お
い
て
、
満
場
一

致
に
よ
り
可
決
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、

外
務
大
臣
、
防
衛
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
に
送

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
、
主
な
議
案
の
概
要
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
議
案

な
ど
の
審
議
結
果
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
す
る
決
議

　

去
る
１２
月
１２
日
、
北
朝
鮮
が
本
年
二
度
目
と
な
る
ミ
サ
イ
ル
発

射
を
行
っ
た
。我
が
国
及
び
米
国
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
社
会
が
、

北
朝
鮮
に
対
し
強
く
自
制
す
る
よ
う
求
め
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
強
行
し
た
こ
と
は
、
我
が
国
の
み
な
ら
ず
、

世
界
の
平
和
を
脅
か
す
行
為
で
あ
り
、
断
じ
て
許
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。

　

今
回
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
が
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
や
そ
の
技
術

を
禁
止
し
た
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
１
７
１
８
号
及

び
第
１
８
７
４
号
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
北
朝
鮮
に
対
し
て
毅
然
と
し
た

態
度
で
臨
ま
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

守
口
市
議
会

決　

議

議員別採決結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席

区
分 事　　件　　名 結果

委
員
会
名

改革 
クラブ

日本共産
党守口市
会議員団

未来会議 
守口

もりぐち 
市民会議 守口市議会公明党 志政会 守口新政会

和
仁
服
部
真
崎
杉
本
三
浦
福
西
澤
井
木
村
津
嶋
上
田
井
上
松
本
西
田
立
住
小
鍛
冶
小
東
作
田
池
嶋
竹
内
甲
斐
江
端

決
算

平成２３年度守口市一般会計歳入歳出決算の認定につい
て 賛成多数認定 － ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

議
長
に
つ
き
、
採
決
に
加
わ
ら
な
い
。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成２３年度守口市特別会計公共下水道事業歳入歳出決
算の認定について 満場一致認定 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成２３年度守口市特別会計国民健康保険事業歳入歳出
決算の認定について 賛成多数認定 － ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成２３年度守口市特別会計後期高齢者医療事業歳入歳
出決算の認定について 満場一致認定 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成２３年度守口市水道事業会計決算の認定について 満場一致認定 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
専決
処分 平成２４年度守口市一般会計補正予算（第３号） 満場一致承認 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条
例

守口市２１世紀ひとづくり委員会設置条例案 満場一致可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

守口市地域福祉計画策定懇話会設置条例案 満場一致可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

守口市障害者自立支援協議会設置条例案 満場一致可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

守口市廃棄物の減量及び処理並びに清掃に関する条例
の一部を改正する条例案 満場一致可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

守口市公害診療報酬審査委員会設置条例案 満場一致可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

守口市市道の構造の技術的基準を定める条例案 満場一致可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

守口市移動等円滑化のために必要な市道の構造に関す
る基準を定める条例案 満場一致可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

守口市市道に設置する道路標識の寸法を定める条例案 満場一致可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

守口市都市公園条例の一部を改正する条例案 満場一致可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

守口市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設
置に関する基準を定める条例案 満場一致可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

守口市建築基準法施行条例の一部を改正する条例案 満場一致可決 建設文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

守口市下水道条例の一部を改正する条例案 満場一致可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

守口市防災会議条例の一部を改正する条例案 満場一致可決 総務市民 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

守口市災害対策本部条例の一部を改正する条例案 満場一致可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

守口市就学指導委員会設置条例案 満場一致可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

守口市布設工事監督者の配置基準及び資格並びに水道
技術管理者の資格に関する条例案 満場一致可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

予
算 平成２４年度守口市一般会計補正予算（第４号） 満場一致可決

福祉保健�
建設文教�
総務市民

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

決議 北朝鮮のミサイル発射に対する決議案 満場一致可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

そ
の
他

淀川左岸水防事務組合規約の一部変更に関する協議に
ついて 満場一致可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

守口市土地開発公社の解散について 満場一致可決 総務市民 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第三セクター等改革推進債の起債に係る許可申請につ
いて 満場一致可決 総務市民 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

権利の放棄について 満場一致可決 総務市民 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

土地の処分について 満場一致可決 総務市民 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙

【
当
選
】〈
委　

員
〉

　
　
　
　
　

吉　

川　

和　

世　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
守
口
市
大
久
保
町
３
丁
目
）

　
　
　
　
　

河　

合　
　

博　
　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
守
口
市
大
枝
西
町
）

　
　
　
　
　

北　

村　

幸　

二　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
守
口
市
京
阪
本
通
１
丁
目
）

　
　
　
　
　

杉　

本　
　

清　
　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
守
口
市
滝
井
元
町
２
丁
目
）

　
　
　
　
〈
補
充
員
〉

　
　
　
　
　

谷　

本　

光　

義　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
守
口
市
金
田
町
６
丁
目
）

　
　
　
　
　

三　

栖　

孝　

和　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
守
口
市
佐
太
中
町
４
丁
目
）

　
　
　
　
　

山　

田　

逸
太
郎　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
守
口
市
金
田
町
１
丁
目
）

　
　
　
　
　

陶　

山　

喜
代
子　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
守
口
市
外
島
町
）
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（
守
口
市
議
会
公
明
党
）

井
上
　
照
代

（
守
口
新
政
会
）

竹
内
太
司
朗

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
の
拡
充
に
つ
い
て

【
質
問
】　

本
市
で
は
、
２９
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
増
設
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
て
は
ど
う
か
。

【
答
弁
】　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
平
成
２３
年
度
に
警

察
が
街
頭
犯
罪
抑
止
に
効
果
が
あ
る
と
認
め
る
付
近
な
ど
に
地
元
町

会
な
ど
の
協
力
を
得
て
設
置
し
た
。
設
置
後
に
警
察
と
連
携
し
、
効

果
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
中
で
、
市
内
の
街
頭
犯
罪
の
認
知
件
数
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
効
果
が
一
定
認
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後

は
、
広
く
市
民

の
要
望
や
警
察

な
ど
の
意
見
を

基
に
、
地
元
町

会
な
ど
の
協
力

を
得
る
中
で
、

順
次
増
設
に
努

め
て
い
く
。

通
学
路
の
安
全
点
検
に
つ
い
て

【
質
問
】　

市
町
村
教
育
委
員
会
は
、
学
校
、
保
護
者
、
道
路
管
理

者
及
び
地
元
警
察
署
に
よ
る
通
学
路
の
合
同
点
検
を
今
年
８
月
に
実

施
し
て
い
る
が
、
本
市
の
点
検
結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

【
答
弁
】　

点
検
の
結
果
、
対
策
の
必
要
な
箇
所
が
６９
箇
所
あ
り
、

道
路
管
理
者
及
び
警
察
な
ど
に
連
絡
を
し
た
。
そ
の
う
ち
４６
箇
所
に

つ
い
て
改
善
さ
れ
た
と
の
報
告
を
受
け
た
。
残
る
２３
箇
所
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
に
お
い
て
、
長
期
的
な
展
望
の
下
、
立
て
看
板
、
路

面
標
示
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
な
ど
、
通
学
路
に
お
け
る
道
路
環

境
の
整
備
を
随
時
、
実
施
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
学
校
で
は
、
見
守

り
隊
な
ど
の
活
動
と
も
併
せ
て
、
関
係
機
関
と
協
働
し
て
通
学
路
の

安
全
確
保
に
努
め
て
い
く
。
今
後
と
も
定
期
的
な
自
主
点
検
を
行

い
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

小
・
中
学
校
図
書
室
の
充
実
に
つ
い
て

【
質
問
】　

地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
公
立
小
・
中
学
校
の
図
書

整
備
費
を
活
用
し
、
市
立
小
・
中
学
校
図
書
室
の
図
書
標
準
の
達
成

と
充
実
を
図
る
こ
と
を
要
望
す
る
が
、
ど
う
か
。

【
答
弁
】　

学
校
の
図
書
整
備
に
つ
い
て
は
、
児
童
・
生
徒
の
読
書

活
動
を
推
進
し
、
読
書
に
親
し
み
本
が
好
き
に
な
る
よ
う
取
り
組
み

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
毎
年
、
予
算
化
を
図
り
、

学
校
図
書
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
２３
年
度
に
は
国
の

住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
な
ど
に
よ
り
、
各
小
・
中
学
校
に

約
１
万
３
千
冊
の
図
書
を
購
入
し
た
。
学
校
図
書
館
図
書
標
準
の
達

成
に
向
け
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、
財
源
の
確
保
、
ス
ペ
ー
ス
的
な

面
も
含
め
、
蔵
書
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
る
な
ど
、
充
実
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

安
全
・
安
心
に
つ
い
て

【
質
問
】　

本
市
の
道
路
や
橋
な
ど
の
安
全
性
の
確
認
、
長
寿
命
化

や
補
修
な
ど
の
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
国

な
ど
に
対
し
て
高
速
道
路
な
ど
の
再
点
検
の
要
望
を
し
て
は
、
ど
う

か
。

【
答
弁
】　

本
市
の
道
路
・
橋
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
は
、
道

路
の
路
面
性
状
調
査
や
橋
の
長
寿
命
化
計
画
策
定
の
た
め
の
調
査
を

現
在
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
結
果
に
基
づ
い
て
今
後
の
計
画
的
な

補
修
計
画
を
策
定
し
、
順
次
改
修
し
て
い
く
。
ま
た
、
本
市
内
を
通

る
高
速
道
路
や
歩
道
橋
の
再
点
検
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
及
び
国

や
府
に
対
し
要
望
し
て
い
く
。

大
阪
府
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て

【
質
問
】　

現
状
は
全
て
の
科
目
で
下
か
ら
数
え
た
方
が
早
い
順
位

に
な
っ
て
い
る
が
、
教
育
長
の
目
標
は
あ
る
の
か
。

【
答
弁
】　

大
阪
府
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て
は
、
教
育
委

員
会
や
各
学
校
が
、
教
育
の
取
り
組
み
の
成
果
と
課
題
を
把
握
し
、

指
導
の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
。
今
年
度
の
結

果
に
つ
い
て
は
、
無
回
答
率
が
改
善
さ
れ
、
問
題
に
対
し
て
前
向
き

に
取
り
組
も
う
と
す
る
児
童
・
生
徒
が
増

え
た
も
の
の
、
知
識
・
技
能
を
活
用
し
て

考
え
た
り
表
現
し
た
り
す
る
力
に
つ
い
て

は
依
然
と
し
て
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
学
力
向
上

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
育
委
員
会

や
学
校
、
家
庭
が
連
携
し
て
、
さ
ら
な
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

国
旗
・
国
歌
に
つ
い
て

【
質
問
】　

学
校
に
国
旗
が
掲
揚
さ
れ
、
生
徒
、
保
護
者
な
ど
か
ら

反
応
が
あ
っ
た
か
。
卒
業
式
な
ど
の
国
歌
斉
唱
時
に
起
立
し
な
い
問

題
に
つ
い
て
、
本
市
の
現
状
、
今
後
の
対
応
は
ど
う
か
。
本
市
内
の

公
共
施
設
に
お
け
る
常
時
掲
揚
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

【
答
弁
】　

本
年
５
月
か
ら
小
・
中
学
校
に
国
旗
を
掲
揚
し
て
い
る

が
、
市
民
か
ら
一
部
反
対
の
意
見
は
あ
っ
た
も
の
の
、
児
童
・
生

徒
、
保
護
者
か
ら
は
、
特
段
の
意
見
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
理
解

を
得
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
卒
業
式
や
入
学
式
に
お
け
る

国
歌
斉
唱
時
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
昨
年
度
と
も
起
立
し

な
い
教
職
員
は
い
な
か
っ
た
。
今
後
の
不
起
立
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、
教
育
公
務
員
と
し
て
起
立
し
な
い

こ
と
は
不
適
切
で
あ
り
、
厳
し
く
指
導
し
て
い
く
。
市
内
の
公
共
施

設
に
お
け
る
国
旗
の
常
時
掲
揚
は
、
国
旗
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
常
時
掲

揚
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

主な質問の要旨を掲載して
います。一  般  質  問（ 要 旨 ）

市内に設置された
防犯カメラ

＝ 一 般 質 問 ＝ 　　上記に掲載していない質問項目の一覧です。

質問者　井上　照代（守口市議会公明党） 質問者　竹内太司朗（守口新政会）
・地域主権推進大綱について ・庁舎受付の整理整頓について ・自ら生まれたまちや国に対し誇りを持つこと
・指定管理者の委託について ・職員の研修及び休暇制度について 　ができる教育について

・教育委員会のホームページについて ・教員の質の向上について
・教育長の考える教育ビジョンについて

◇本会議の生中継・録画配信について

　２月定例会から、本会議の生中継�録画
配信を下記のとおり実施します。

本会議の生中継について
　市役所１号別館３階の
第２委員会室で本会議の
生中継を実施します。

本会議の録画配信について
　本会議の録画映像を市ホームページにて
配信します。
　なお、制作の都合上、配信まで日数を要
しますので、ご了承ください。配信期間は、
会議録ができるまでの間を予定しておりま
す。

市議会からのお知らせ

◇市議会２月定例会日程（予定）

２月１５日（金） 午前１０時 議会運営委員会 ３月 8日（金） 午前１０時 本会議

２月２２日（金） 午前 ９時３０分 議会運営委員会 ３月１２日（火） 午前１０時 福祉保健委員会

午前１０時 本会議 ３月１３日（水） 午前１０時 建設文教委員会

２月２５日（月） 午前１０時 本会議 ３月１５日（金） 午前１０時 総務市民委員会

３月 ７日（木） 午前 ９時３０分 議会運営委員会 ３月２５日（月） 午前 ９時３０分 議会運営委員会

午前１０時 本会議 午前１０時 本会議

◇議会活性化特別委員会日程（予定）

２月 ５日（火） 午前１０時

　※本会議�委員会の日程などは変更されることがあります。

◇議会傍聴のご案内
本会議の傍聴 委員会の傍聴

○ 受 付 時 間 ：開会予定時刻の１時間前から ○ 受 付 時 間 ：開会予定時刻の１時間前から
○ 受 付 場 所 ：一般傍聴席受付 ○ 受 付 場 所 ：議会事務局（市役所本館３階）
（市役所本館１階にある当直室隣の階段を上がった３階） ○ 定 　 　 員 ：１０名（先着順）
○ 定 　 　 員 ：４０名（先着順） 【１０名を超えた場合】
○受付記入項目：住所、氏名、年齢 　①請願等の代表者（２名まで）

【団体で傍聴される場合】 　②市内居住者　　　　　の順で優先されます
○受付記入項目：団体名、団体の住所、代表者の氏名、年齢、傍聴する人数 ○受付記入項目：住所、氏名、年齢
※なお、委員会審議の中で個人情報等に係る内容があるときは、途中退席いただくか、または、最初から傍聴をお断りする場合がございますのでご了承ください。

傍聴にいらっしゃいませんか？傍聴にいらっしゃいませんか？
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